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学事日程
2018年
4月 4日（水） 表象文化論分野ガイダンス
6月29日（金） 卒業論文中間報 告書提出、 修士論文中間報告書提出
7月15日（日 ） 大学入試説明会、 大学院入試説明会
8月18日（土） 大学入試説明会
9月2 6日（水） 大学院入試（博士課程前期）
10月 4日（木） 卒業論文ガイダンス( 3年生対象）
10月25日（木） 第1回所属決定ガイダンス(I年生対象）
11月 9日（金） 第2回所属決定ガイダンス(!年生対象）
2019年
1月10日（木） 修士論文提出
1月11日（金） 卒業論文提出
1月 31日（木） 修士論文口述試験
2月18日（月） 大学院入試（博士課程前期）
3月22日（金） 卒業式 ・ 学位授与式
学生研究活動
［卒業論文】
朝船 祥汰「 ジェンダー レ スファッションと川久保玲· 山本耀司の関連性 戦
後のファッショントレ ンドをも とに一 」
江川 沙里 「独り言の語り手一� 『ブルー ・ ジャスミン』 について 」
西 あかね 「 ルネ ・ ラルー 論――-SFアニメー ションの手法と表現の可能性 」
伊藤 聡美 「アンドロイドの表象の変遷ー―-『アンドロイドは電気羊の夢を見る
か？』『ブレ ー ドランナ ー』『ブレ ー ドランナ ー 2049』を中心に 」
佐藤かれん 「 宮崎駿アニメー ションにおける女同士の連帯の欠如 」
田中千菜美 「 宮藤官九郎と日 本の伝統文化 落語 ・ 花街 ・ 歌舞伎をどう利用す
るか 一一 」
渡辺 裕太 「 インスタグラムの位場がセルフポ ー トレ イトに与えた影響」
宮原 大杭畢 「 松本人志『ドキュメンタル』 における笑いの考察 」
2018 年度表象文化論教室臨報 15 1 
上西 修平 「 劇団ひとり研究J
瀧根 宇裕 「 カスパ ー ・ ダー ヴィト ・ フリー ドリヒの 『雲海上の旅人』における
自然と人間の関係 」
春名 萌美 「「 キャラクター 」 造形論 日本で奸まれる「キャラクター 」 と は
佐藤 遼
何かJ
「ビデオゲ ー ムにおける写真行為 現実と 虚構を往来す る写臭の 生
成と 構造J
宇野 淳吾 「日本における音楽文化と コミュニティの多様化 「 ボ ー カロイド」
がも たらした影騨 と は 」
田中 愛美 「『輪るピングドラム』における「かわいい 」 らしさについて 」
浦郷 愛 「 スポ ー ツにおけるジェンダー 表象J
大城 雄駿 「『琉神マブヤ ー』における社会 問題と 沖縄製の勧善懲悪J
大崎 翔太 「日本において 女性が歌うCGP楽曲の受容について の考察 」
長澤 実佳 「『下妻物語』にみるロリー タファッションとアイデンティティ 」
【修士論文】
西 口 太郎 「「 ラップ 」 をする身体をめぐる価値観の多様化と 分散 」
教員研究活動
赤塚若樹
［論文］
「 ジャズと そ のコンテクストにかん す る覚え書き 「正常化」 時代のチェコ
スロヴァキアにおけるジャズ ・ セクションの活動について (4)」 . 『人文学報』
第5 14 - 10号. 20 18年3月 . pp. 1- 11 
［寺山修司の演劇 と ロック ・ ミュ ー ジックーー「日本のロック 」 研究序説 」
『FORMES』第 1号. 20 18年 10月 . pp. 34 -56 . 
［書評］
ロー ベル柊子『ミラン ・ クンデラにおけるナ ルシスの悲喜劇』の書評． 『図書
新間』第3356号. 20 18年6月23 日. p. 5. 
［講演］
［ふたりの好ぎなも の 」 ． 展覧会 「 クエイ兄弟 ファントム ・ ミュ ー ジアム 」
関連イベント、 スペシャル ・ トー ク「クエイ兄弟の夢の世界J. 岡崎市美 術博
物館、 20 18年5月 6日
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岡崎一
［論文］
「 明治文化史の中の料亭ーー著名 人の日 記を基に 」『人文学報』第515-
10号(2019年3月），pp. 1 7 -57 . 
亀澤美由紀
［論文］
Symbolic Economy and the Masculine Identity: Theoretical Grounding"『人文学報（ 表
象文化論） 』514-10号，pp. 61 -72 . 2018年3月
「 "Highharmorues transubst ant,ated him 『ハイパ ー ソニック ・ エフェクトl
ヘ英文学からの応答」『FORMES』（ 首都大学東京 人文科学研究科 表象文化
論分野南大沢言語文化研究会） 1号，pp. 94-103. 2018年10月．
角井誠
［論文］
「「演者のからだに固有のニュアンス 」を聞く 濱口竜介と「 本 読み 」の方法 」、
［ユ リイカ 特集＝濱口竜介』2018年9月号、 234 -243頁 。
「『のらくら兵 』と 「演技のリズム 」 ジャン ・ ルノワ ー ルとリズムの時代 」
『NFAJニュ ー ズ レ ター 』 第3号、 2018年10月、 3-4頁 。
［書評］
「土田環（編訳）『歩く 、 見る 、 待っ＿ペドロ ・ コスタ映画講義 』」、 『映像学』
第101号、 2019年1月、 209 -212頁 。
「福男匠『眼がスクリー ンになるとき 一—ーゼロから読むドゥルー ズ 『シネマ』』、
『REPRE』 第35号、 2019年2月。
［学 術発表 ・ 講演］
「濱口竜介 『寝て も覚めて も』の制作と演出一ー 自主映画と商業映画、 そして
実体と イメー ジの間 」（濱口竜介、 小河原 あや、 木村建哉、 角井誠）、 日 本 映
像学会映像理論研究会、 成城大学、 2018年9 月21日。
「「存在論的猥褻さ 」 をめぐって アンドレ ・バザンと死の表象 」、 表象文化
論学会第13回大会関連企画 「バザン、 レリス、 闘牛」（ アンドレ ・ バザン研
究会主催）、 山形大学、 2018年11月11日。
「「魂の痕跡」 として の演技一―ーアンドレ ・ バザンの演技論 」、 アンドレ ・ バザ
ン生誕100周年記念シンポジウム 「21 世紀のアンドレ ・バザンに向けて 」（ ア
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ンドレ ・ バザン研究会主催）、 東京大学、 2018年12月16日。
［その他］
「ジャック ・ ベソケル 『エストラパー ド街』解説」、 『エストラパー ド街』DVD
リ ー フレット、 グッチ ー ズ ・ フリ ー スクー ル、 2019年2月。
中鴫泉
［論文］
Izumi Nakajima, "Dream for Solidarity: Palestinian Art, JAALA and Haryu Ichiro in 
the 1970s and 1980s" in Past Disquiet: Artists, International Solidarity and Museums-in­
Exile, University of Chicago Press, 2018, pp.162-182. 
［口頭発表］
Nakajima, Izumi and Tiampo, Ming, " From Post-Bandung to Post-Fukushima: Building 
'human-scale' worlds through solidarity movements in Japan", in Tate Modem 
Conference Axis of Solidarity: Landmarks, Platforms, Futures, Tate Modem, London, 
UK, February 23, 2019. 
福田貴成
［書評］
「伊藤雅光『Jポップの日本語研究 創作型人工知能のために』」、『ポピュラ ー
音楽研究』Vol.21 、 2017年12月、 75-81頁。
古永真一
［論文］
「ジョルジュ ・ バタイユとマ ー シャル ・ プラン」、 『人文学報』 第514-10号、
2018年3月、 pp.73-88.
［書評］
毎回三冊のマンガの書評を担当。『週刊ダイヤモンド』第106巻19号、第30号、
第39号、 第107巻2号、2018年5月、8月、10月、2019年1月. p.107, p.81, p.91, 
p.87 
パスカル・ ラバテ、『イビクス ネヴロ ー ゾフの数奇な運命』(『BOOKMARK!
第13号、 2018年12月. p.6.) 
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三宅昭良
［論文］
「エズラ ・ パウンドとアー ノルド ・ ド ルメッチー一一 詩 と 音楽に関する一 例」
fFORMES』 第1号 南大沢言語文化研究会 2018年10月 pp.82-92。
「The time is free? 『マクベス』とデイヴィッド・ グレ イグの『ダンシネー ン』」
『人文学報』51 5-10号 2019年3月 pp.85-101。
［翻訳］
［ 『詩篇』第100篇のための 補遣 翻訳 ・ 注釈 ・ 解題」 『Ezra Pound Review』第
21 号 日 本エズラ ・ パウンド 協会 2019年2月3日 、 pp.102-08。
［研究発表］
（ 態憑発表） 「パウンドと音楽」日 本アメリカ文学会第57回全国大会 於：実
践女子大学 2018年10月 6日。
高 本教之
［論文］
「市川中車の 『瞼の 母』の 忠太郎」 『人文学報』第514-10号、 2018年3月、
pp.89-114 
「歌舞伎の せりふを考える一一ー 長谷川伸の 『一 本刀土俵入』を中心に 」
『FORMES』 第1 号 （首都大学東京 人文科学研究科表象文化論分野南大沢言
語文化研究会） 、 2018年10月、 pp.58-81.
［その 他］
「スイス7社に よる新刊書籍紹介の ための 翻訳ワ ー ク ショップ〈 一 般文学部
門〉」 にて発表（ スイス「プロ ・ ヘルベチア財団」 主催） 、津田塾大学千駄ヶ谷キャ
ンパス、 2018年5月21日。
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執筆者
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